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製
造
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の

祭
典「
い
た
ば
し
産
業
見
本
市
」

板
橋
区
は
、
印
刷
・
製
本
業
、
光
学
・
精

密
機
器
産
業
、
鉄
鋼
業
、
化
学
工
業
を
中
心

に
、
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
し
て
い
ま

す
。
製
造
業
を
中
心
と
し
た
「
も
の
づ
く
り

の
板
橋
」
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
産
業
の
祭

典
が
、「
い
た
ば
し
産
業
見
本
市
」。
令
和
６

年
度
で
第
28
回
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
、
区

内
の
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
が
優
れ
た

製
品
や
技
術
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
示
会

と
し
て
区
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
を
迎

え
、
技
術
交
流
や
商
談
の
場
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
開
催
日
は

平
日
２
日
間
で
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
は
土

曜
日
を
加
え
た
３
日
間
に
拡
大
し
、
１
～
２

日
目
は
従
来
ど
お
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
、
３

日
目
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
と
し
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
小
中
学
生
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施

「
い
た
ば
し
産
業
見
本
市
」
３
日
目
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
は
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
レ
イ

パ
ー
ク
」
と
称
し
、
主
に
区
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
、
科
学
や
も
の
づ
く
り
を
学
べ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
起
業

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を

回
る
こ
と
で
板
橋
区
の
産
業
が
わ
か
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
企
業
や
教
育
機
関
と
連

携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
科

学
や
工
作
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
板
橋
の
も
の
づ
く
り

産
業
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
で
き
ま

し
た
。
出
展
企
業
の
方
か
ら
は
「
初
心
者
に

も
わ
か
る
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
社
員
の

知
識
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」「
来
年
も
続
け
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「あったらいいな」をテーマに小中学生から発明アイディアを募集

いたばし未来の発明王コンテスト
　「あったらいいな」をテー
マに板橋区内の小中学生か
らアイディアを募集し、書
類審査、ブラッシュアップ
研修、最終審査のプレゼン
テーションを経て、グラン
プリを決定するコンテス
ト。グランプリには「いた
ばし未来の発明王」の称号

が与えられます。子どもたち
の発想や創造力、アイディア

の構成力や説明力の向上を図るとともに、産業人との関わりの中でものづ
くりへの関心や理解を高め、ものづくりのまちとしての愛着や誇りを醸成
することを目的にスタートし、令和６年度で第５回となりました。
　今回グランプリに輝いたのは、小学２年生の水野千鶴さん。受賞作品は、
学校の教室で先生や子どもたちが困ったときにサポートしてくれる「きょ
うしつネコロボット」。歴代グランプリの中で最年少の受賞となりました
が、堂々としたプレゼンテーションが審査員から高い評価を得ました。

ロボットができること

これが実現した
ら

・わたしが「うるさい」と
いわなくてすむ（ことがあ
る）！！
・ねこロボットがクラスを
よい方向にひっぱる！
・学校が楽しくなる（これ
が一番大事）！

ロボットを思いついたきっかけ

このロボットを思いついたきっかけ
があります。
それは、教室がうるさかったことで
す。

きょうしつネコロボット

下赤塚小学校 2年 水野 千鶴

巻頭特集 424� 25/06/27

第 28回いたばし産業見本市
会場風景

「いたばし未来の発明王コンテスト」
第 5回グランプリ受賞水野さん

ステージイベント

板橋区

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で

板
橋
区
工
業
の
あ
ゆ
み

東
京
23
区
の
北
西
部
に
位
置
す
る
板
橋
区

は
、
人
口
約
58
万
人
、
面
積
３
２・
１
７
㎢
。

江
戸
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
土
地
の
大
部

分
が
農
地
や
雑
木
林
で
し
た
が
、
中
山
道
と

川
越
街
道
と
い
う
主
要
な
幹
線
道
路
が
通
り
、

中
山
道
に
は
板
橋
宿
、
川
越
街
道
に
は
上
板

橋
と
い
う
宿
場
が
設
け
ら
れ
、
江
戸
期
の
交

通
や
物
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
環
状
六・七・八
号
線
、

首
都
高
速
五
号
線
な
ど
、
東
京
の
大
動
脈
と

な
る
道
路
が
相
次
い
で
敷
設
さ
れ
、
高
島
平

に
は
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
造
成
さ
れ
、

物
流
の
一
大
拠
点
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

板
橋
区
を
特
徴
付
け
る
代
表
的
な
産
業
と

い
え
る
の
は
工
業
で
す
。
埼
玉
県
の
膝
折

（
現
：
朝
霞
市
）
を
発
祥
と
す
る
伸
銅
業
が
、

近
代
に
な
る
と
川
越
街
道
に
沿
っ
て
板
橋
区

に
伝
わ
り
、
地
場
産
業
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
９
（
1
8
7
6
）
年
、
区
南
東

部
の
加
賀
地
域
に
で
き
た
火
薬
製
造
工
場
を

起
点
に
、
主
に
光
学
兵
器
な
ど
の
軍
需
産
業

を
目
的
と
し
た
一
大
工
業
集
積
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
関
東
大
震
災
後
の
い
わ

ゆ
る
帝
都
復
興
計
画
は
、
そ
れ
ま
で
東
京
市

域
に
あ
っ
た
工
場
の
郊
外
移
転
を
促
し
、
特

に
板
橋
区
の
志
村
地
域
に
大
規
模
工
場
が
集

ま
る
要
因
と
も
な
り
、
精
密
・
光
学
機
器
や

印
刷
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
工
業
集
積

が
形
成
さ
れ
、
都
内
で
も
有
数
の
工
業
が
盛

ん
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
創
造
都
市
を
め
ざ
す

板
橋
区
産
業
振
興
構
想
2
0
3
5

人
口
減
少
、
脱
炭
素
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
、
原
料
・
資
材
の
高
騰
、
地
政

学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
、
急
速
な
Ａ
I
技
術
の

進
展
な
ど
、
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
に
よ

り
、
区
内
産
業
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
先

行
き
の
見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
板
橋
区
で
は
こ
の
状
況
の
中
、
今
後
も

長
期
的
に
区
内
産
業
が
発
展
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
区
内
産
業
の
現
状
と
産
業
振
興
を
巡

る
世
の
潮
流
を
踏
ま
え
た
、
産
業
振
興
政
策

の
指
針
と
な
る
「
板
橋
区
産
業
振
興
構
想

２
０
３
５
」
を
策
定
し
ま
す
。

構
想
期
間
は
、
上
位
計
画
に
あ
た
る
「
板

橋
区
基
本
構
想
」
に
合
わ
せ
た
令
和
８
年
度

か
ら
17
年
度
ま
で
の
10
か
年
。
将
来
像
に
は

「
新
た
な
発
見
に
出
会
え
る
、
ブ
ラ
ン
ド
創

造
都
市
」
を
掲
げ
、
新
た
な
ひ
と
や
技
術
等

と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
「
ひ
と
と
ひ
と
が
つ

な
が
る
こ
と
で
産
業
が
成
長
す
る
ま
ち
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
ま
す
。「
板
橋
区

産
」「
板
橋
区
発
」
で
あ
る
こ
と
が
付
加
価

値
と
な
り
、
さ
ら
に
新
た
な
ひ
と
が
板
橋
区

に
集
ま
り
産
業
が
成
長
を
続
け
る
循
環
が
で

き
る
、
ブ
ラ
ン
ド
創
造
都
市
を
め
ざ
し
ま
す
。

多
彩
な
地
場
産
業
が
未
来
を
輝
か
せ
る
産
業
文
化
都
市

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」と
し
て
の
歴
史
を
持
つ
板
橋
区
は
、明
治
以
降
は
官
営
の
火
薬
工
場
を
中
心
に
、戦
後

か
ら
は
精
密
・
光
学
機
器
や
印
刷
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
、都
内
有
数
の
工
業
集
積
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
集
で
は
、区
の
未
来
に
向
け
た
産
業
振
興
施
策
、令
和
11
年
度
に
完
成
予
定
の「
板
橋
区
史
跡
公
園（
仮
称
）」

と「
産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）」な
ど
、区
の
産
業
の
歴
史
と
特
色
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ
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橋
区
の
産
業
と
歴
史

巻頭特集 424� 25/06/27

未来への取り組み
～23区の未来図～

第14回

巻頭特集

板橋区

2035 年の将来像
新たな発見に出会える、
ブランド創造都市

2



製
造
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の
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産
業
見
本
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」

板
橋
区
は
、
印
刷
・
製
本
業
、
光
学
・
精

密
機
器
産
業
、
鉄
鋼
業
、
化
学
工
業
を
中
心

に
、
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
し
て
い
ま

す
。
製
造
業
を
中
心
と
し
た
「
も
の
づ
く
り

の
板
橋
」
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
産
業
の
祭

典
が
、「
い
た
ば
し
産
業
見
本
市
」。
令
和
６

年
度
で
第
28
回
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
、
区

内
の
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
が
優
れ
た

製
品
や
技
術
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
示
会

と
し
て
区
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
を
迎

え
、
技
術
交
流
や
商
談
の
場
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
開
催
日
は

平
日
２
日
間
で
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
は
土

曜
日
を
加
え
た
３
日
間
に
拡
大
し
、
１
～
２

日
目
は
従
来
ど
お
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
、
３

日
目
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
と
し
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
小
中
学
生
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施

「
い
た
ば
し
産
業
見
本
市
」
３
日
目
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
は
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
レ
イ

パ
ー
ク
」
と
称
し
、
主
に
区
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
、
科
学
や
も
の
づ
く
り
を
学
べ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
起
業

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を

回
る
こ
と
で
板
橋
区
の
産
業
が
わ
か
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
企
業
や
教
育
機
関
と
連

携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
科

学
や
工
作
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
板
橋
の
も
の
づ
く
り

産
業
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
で
き
ま

し
た
。
出
展
企
業
の
方
か
ら
は
「
初
心
者
に

も
わ
か
る
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
社
員
の

知
識
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」「
来
年
も
続
け
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「あったらいいな」をテーマに小中学生から発明アイディアを募集

いたばし未来の発明王コンテスト
　「あったらいいな」をテー
マに板橋区内の小中学生か
らアイディアを募集し、書
類審査、ブラッシュアップ
研修、最終審査のプレゼン
テーションを経て、グラン
プリを決定するコンテス
ト。グランプリには「いた
ばし未来の発明王」の称号

が与えられます。子どもたち
の発想や創造力、アイディア

の構成力や説明力の向上を図るとともに、産業人との関わりの中でものづ
くりへの関心や理解を高め、ものづくりのまちとしての愛着や誇りを醸成
することを目的にスタートし、令和６年度で第５回となりました。
　今回グランプリに輝いたのは、小学２年生の水野千鶴さん。受賞作品は、
学校の教室で先生や子どもたちが困ったときにサポートしてくれる「きょ
うしつネコロボット」。歴代グランプリの中で最年少の受賞となりました
が、堂々としたプレゼンテーションが審査員から高い評価を得ました。

ロボットができること

これが実現した
ら

・わたしが「うるさい」と
いわなくてすむ（ことがあ
る）！！
・ねこロボットがクラスを
よい方向にひっぱる！
・学校が楽しくなる（これ
が一番大事）！

ロボットを思いついたきっかけ

このロボットを思いついたきっかけ
があります。
それは、教室がうるさかったことで
す。
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国
指
定
史
跡「
陸
軍
板
橋
火
薬
製
造
所
跡
」を
史
跡
公
園
と
し
て
整
備

令
和
11
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を

め
ざ
し
て
整
備
計
画
を
進
行
中

板
橋
区
史
跡
公
園
（
仮
称
）
は
、
都
内
初

の
近
代
化
・
産
業
遺
産
を
保
存
活
用
し
た
史

跡
公
園
と
な
り
ま
す
。
１
万
２
千
㎡
と
い

う
広
大
な
史
跡
は
、
東
京
23
区
で
も
珍
し

い
存
在
で
す
。
板
橋
区
で
は
、
令
和
11

（
２
０
２
９
）
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
め
ざ
し
て
、
調
査
研
究
を
並
行
し
な
が
ら

整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か

ら
明
治
・
大
正
、
戦
中
戦
後
を
経
て
現
在
に

つ
な
が
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
し
、
現
在

加
賀
藩
下
屋
敷
の
跡
地
に

明
治
政
府
が
火
薬
工
場
を
設
置

板
橋
区
に
は
、
国
指
定
史
跡
「
陸
軍
板
橋

火
薬
製
造
所
跡
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
10
月
、
板
橋
区
加
賀
一
丁
目

に
あ
る
約
１
万
２
千
㎡
の
敷
地
と
、
そ
こ
に

残
る
遺
構
や
建
造
物
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
陸
軍
板
橋
火
薬
製
造
所
は
、
明

治
９
（
１
８
７
６
）
年
、
現
在
の
板
橋
区
加

賀
地
域
に
あ
っ
た
加
賀
藩
下
屋
敷
跡
地
の
一

部
に
明
治
政
府
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
に
は
、
同
敷
地
内

に
、
理
工
系
の
研
究
所
と
し
て
は
日
本
初
と

な
る
、
無
煙
火
薬
の
安
全
性
の
向
上
な
ど
を

研
究
す
る
陸
軍
火
薬
研
究
所
が
併
設
さ
れ
ま

し
た
。
下
屋
敷
の
池
泉
回
遊
式
庭
園
の
遺
構

で
あ
る
築
山
は
、
後
に
火
薬
の
発
射
試
験
の

的
と
し
て
使
用

さ
れ
、
現
在
も

当
地
に
残
っ
て

い
ま
す
。

も
区
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
公
園
と

し
て
の
機
能
や
敷
地
内
を
流
れ
る
石
神
井
川

等
の
環
境
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
一
体
的
な

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

戦
後
は
民
間
企
業
や
研
究
所
が

日
本
の
近
代
化
に
向
け
て
活
用

火
薬
製
造
所
は
、
昭
和
20
（
１
９
４
５
）

年
ま
で
は
国
内
有
数
の
火
薬
工
場
と
し
て
稼

働
し
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦
に
よ
り
火
薬
研
究

所
と
も
に
活
動
が
終
了
。
そ
の
敷
地
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
接
収
さ
れ
、
跡
地
の
建
物
に
は
利
用
希
望

が
認
め
ら
れ
た
民
間
の
工
場
や
研
究
所
な
ど
が

入
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現

在
の
史
跡
指
定
地
に
あ
た
る
地
区
に
は
、
野
口

研
究
所
と
理
化
学
研
究
所
板
橋
分
所
が
入
り

ま
し
た
。
理
化
学
研
究
所
板
橋
分
所
に
は
仁

科
芳
雄
を
主
任
研
究
員
と
す
る
宇
宙
線
研
究

室
が
入
居
し
、
宇
宙
線
の
連
続
観
測
な
ど
の

基
礎
研
究
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
に
は
仁
科
の
弟
子
で
あ
る
湯
川
秀
樹

も
一
時
期
研
究
室
を
構
え
て
い
ま
す
。
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史
跡
公
園
整
備
エ
リ
ア
に
残
る
建
造
物
を
産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）に
整
備

史
跡
公
園
の
文
化
財
建
造
物
を

そ
の
ま
ま
活
用
し
て
整
備

板
橋
区
で
は
史
跡
公
園
の
整
備
と
歩
調
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
史
跡
内
の
建
造
物
の
一
部

を
そ
の
ま
ま
活
用
し
た
産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
建
造
物
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
こ
の
建
造
物
が
持
つ
文
化

財
的
価
値
と
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を
背
景
と

し
た
区
産
業
の
歴
史
と
先
進
性
を
区
内
外
に

発
信
し
、
板
橋
の
産
業
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

整
備
す
る
の
は
、
旧
理
化
学
研
究
所
板
橋

分
所
の
敷
地
に
現
存
す
る
「
爆
薬
理
学
試
験

室
」
と
「
物
理
試
験
室
」。「
爆
薬
理
学
試
験

室
」
は
昭
和
９
～
１
２
（
１
９
３
４
～
３
７
）

年
に
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

屋
・
地
下
１
階
建
で
、
戦
前
は
特
に
爆
薬
に

関
す
る
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
物

理
試
験
室
」
は
３
棟
が
連
結
し
た
建
造
物

で
、
い
ず
れ
も
明
治
か
ら
昭
和
に
建
て
ら

れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
や
煉
瓦

造
平
屋
建
の
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
戦
前
は

火
薬
の
密
度
や
粒
度
に
関
す
る
物
理
試
験
が

行
わ
れ
て
い
た
施
設
で
す
。
い
ず
れ
も
火
薬

研
究
に
関
連
す
る
施
設
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
は
日
本
物
理
学

界
の
中
心
的
な
場
所
と
し
て
、
日
本
の
科
学

技
術
を
進
歩
さ
せ
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

発
信
し
て
事
前
に
情
報
公
開
も

４
年
後
と
な
る
産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、
区
で
は
調
査
研

究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
様
々
な
情
報
を

W
E
B
上
で
閲
覧
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
今
年
度
か

ら
公
開
を
始
め
、
順
次
コ
ン
テ
ン
ツ
を
拡
充

し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
加
賀
公
園
以
外
の
史
跡
指
定
地
は

非
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
区
内
外
の

方
々
か
ら
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
近
代
化
遺
産
全
国
一
斉
公
開

の
時
期
に
合
わ
せ
て
当
国
史
跡
を
一
般
公
開

し
た
と
こ
ろ
、
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
多
く

の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

板
橋
の
歴
史
を
重
視
し
た

産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
め
ざ
す

産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
都
心
な
ど
に
立

地
し
た
展
示
機
能
を
中
心
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
は
一
線
を
画
し
、
板
橋
な
ら
で
は
の

歴
史
を
重
視
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
７
年
度

は
、「
区
産
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た

地
」「
基
礎
研
究
の
場
」「
日
本
物
理
学
界
の

中
心
的
な
場
所
」
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
板
橋
の
産
業
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
具
体
的
な
機

能
を
整
理
し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

※�

文
中
の
「
産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
表
記

は
す
べ
て
仮
称
と
な
り
ま
す
。
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板
橋
分
所
で
湯
川
秀
樹
が
く
つ
ろ
ぐ
様
子

本
誌
の
制
作
に
当
た
り
、
当
写
真
を
所
蔵
す
る
方
を
捜
索
し
ま
し
た

が
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
板
橋
区
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

板橋区
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7

さ
ら
に
今
年
は
、
9
月
が
世
界
陸
上
大
会
、
11
月
に

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
て

い
る
の
で
、
区
長
会
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
の
考

え
と
、
観
客
、
子
ど
も
た
ち
も
含
め
て
、
多
く
の
皆
様

に
感
動
を
ぜ
ひ
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

6
月
6
日
開
催
の
特
別
区
副
区
長
会
総
会
に
お
い

て
、
正
・
副
会
長
及
び
幹
事
が
選
任
さ
れ
、
同
日
付
で

就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
正
・
副
会
長
は
令
和
9
年
6
月
5
日
ま
で

の
2
年
、
幹
事
は
令
和
8
年
6
月
5
日
ま
で
の
1
年

で
す
。

新
役
員
の
氏
名
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

5
月
20
日
、
特
別
区
長
会
の
新
役
員
と
し
て
、
吉
住

健
一
会
長
（
新
宿
区
長
）、
服
部
征
夫
副
会
長
（
台
東

区
長
）、
斉
藤
猛
副
会
長
（
江
戸
川
区
長
）、
高
際
み
ゆ

き
副
会
長
（
豊
島
区
長
）、
清
家
愛
幹
事
（
港
区
長
）、

山
田
加
奈
子
幹
事
（
北
区
長
）、
鈴
木
晶
雅
幹
事
（
大

田
区
長
）、
岸
本
聡
子
幹
事
（
杉
並
区
長
）
が
、
都
庁

の
小
池
百
合
子
都
知
事
を
訪
問
し
ま
し
た
。（
青
木
克

德
幹
事
（
葛
飾
区
長
）
は
欠
席
）

ま
ず
吉
住
会
長
か
ら
、
知
事
就
任
以
来
、
特
別
区
の

意
見
を
直
接
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
昨
年

度
、
都
区
財
政
調
整
や
都
市
計
画
交
付
金
に
関
す
る
配

慮
に
つ
い
て
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
区
長
会
と
し
て
、
子
育
て
支
援
、
環
境
問

題
、
災
害
対
応
等
で
都
と
区
が
連
携
し
て
い
き
た
い
と

の
思
い
や
、
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
、
都
区
の
人
事
交

流
や
共
同
の
研
修
等
に
つ
い
て
期
待
し
て
い
る
旨
を
述

べ
ま
し
た
。

吉
住
会
長
の
発
言
を
受
け
、
小
池
知
事
か
ら
は
、
日

頃
の
都
政
へ
の
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
意
が
述
べ
ら

れ
、
昨
年
度
、
都
と
区
で
真
摯
に
協
議
を
重
ね
、
東
京

の
未
来
を
と
も
に
創
り
上
げ
る
合
意
が
で
き
た
こ
と
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
気
候
危
機
の
深
刻
化
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
、
A
I
の
爆
発
的
な
進
化
な
ど
、
社
会
の
動
き
が

こ
れ
ほ
ど
加
速
し
て
い
る
時
期
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
経

験
が
な
い
状
況
の
な
か
で
、
都
と
区
が
し
っ
か
り
と
し

た
連
携
の
も
と
で
協
力
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
支
援
や
災
害
対
策
な
ど
も
含

め
、
東
京
を
取
り
巻
く
課
題
に
お
い
て
、
新
し
い
状
況

が
生
ま
れ
て
く
る
中
で
、
持
続
的
発
展
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
区
長
会
と
一
緒
に
前
へ
進
め
て
い
き
た
い
と

の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
区
長
会
新
役
員
が
東
京
都
知
事
へ
就
任
の
挨
拶

特
別
区
副
区
長
会　

新
役
員
が

就
任

左から、鈴木幹事（大田区長）、清家幹事（港区長）、斉藤副会長（江戸川区長）、吉住会長（新宿区長）、
小池都知事、服部副会長（台東区長）、高際副会長（豊島区長）、山田幹事（北区長）、岸本幹事（杉並区長）

特別区副区長会役員

会　　長 寺　田　好　孝 新 宿 区 副 区 長

副 会 長 川　野　正　博 大 田 区 副 区 長

副 会 長 佐　藤　正　子 文 京 区 副 区 長

幹　　事 大　澤　鉄　也 港 区 副 区 長

幹　　事 中　嶋　　　稔 北 区 副 区 長

幹　　事 荒　牧　広　志 目 黒 区 副 区 長

幹　　事 宮　下　泰　昌 練 馬 区 副 区 長

幹　　事 岸　川　紀　子 墨 田 区 副 区 長
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特別区議会議長会会長就任のあいさつ

特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

　
　
　品
川
区
議
会
議
長

　渡
辺

　ゆ
う
い
ち

こ
の
た
び
、
特
別
区
議
会
議
長
会
会

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
品
川
区
議

会
議
長
の
渡
辺
ゆ
う
い
ち
で
ご
ざ
い
ま

す
。
昭
和
22
年
8
月
の
発
足
か
ら
80
年

を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
特
別
区
議

会
議
長
会
の
重
責
を
担
う
に
あ
た
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す

が
、
副
会
長
の
板
橋
区
田
中
議
長
を
は

じ
め
各
議
長
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
特
別
区
政
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の

発
展
の
た
め
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

特
別
区
は
、
首
都
・
東
京
を
構
成
す

る
重
要
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
わ
が

国
全
体
の
持
続
と
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
社
会
及
び
生
成

A
I
を
は
じ
め
と
す
る
飛
躍
的
技
術
革

新
の
も
と
、
社
会
保
障
の
充
実
、
防

災
・
減
災
対
策
、
老
朽
化
が
進
む
都
市

イ
ン
フ
ラ
の
更
新
な
ど
、
我
々
が
直
面

し
て
い
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
区
民
の
代

表
で
あ
る
各
区
議
会
は
、
区
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
行
政
と
一
体
と
な
っ

て
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
各
区
が
共
同
で
取
り
組
む
必
要
の

あ
る
課
題
や
、
連
携
し
て
相
互
に
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、
そ
の
実
現
を
目
指
す

べ
き
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
各
区
議
会

を
代
表
す
る
議
長
が
一
堂
に
会
す
る
特

別
区
議
会
議
長
会
は
、
特
別
区
政
の
運

営
と
そ
の
発
展
に
向
け
て
、
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
特
別
区
に
お
け
る
横
断
的
な
連
携
を

さ
ら
に
深
化
し
、
国
や
他
の
地
方
公
共

団
体
と
も
協
力
し
て
、
課
題
の
解
決
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
着
実
に
引
継
ぎ
、

特
別
区
長
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

全
議
長
23
人
が
一
体
と
な
っ
て
特
別
区

の
地
域
で
活
躍
す
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま

の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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6
月
26
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主
な

付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
組
合
役
員
》　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

《
議
会
役
職
》　

全
員
新
任

《
審
議
結
果
》

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
副
管
理
者
の
選
任

同
意
に
つ
い
て　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
監
査
委
員
の
選
任

同
意
に
つ
い
て　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

令
和
7
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
非
常
勤
監
査
委
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

港
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

品
川
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

板
橋
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

新
江
東
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

新
江
東
清
掃
工
場
延
命
化
に
伴
う
電
気
設
備
更
新
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

6
月
18
日
開
催
の
特
別
区
議
会
議
長
会
総
会
に
お
い

て
、
新
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

「
特
別
区
議
会
議
長
会
名
簿
」
に
つ
い
て
は
、
特
別

区
議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.tokyo23city-�

gichokai.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

　特別区議会議長会役員� （令和7年6月18日現在）

会　　長 渡　辺　ゆういち 品川区議会議長

副 会 長 田中　しゅんすけ 板橋区議会議長

会計監事 た　だ　　太　郎 足立区議会議長

幹　　事 鈴　木　　たかや 港 区 議 会 議 長

幹　　事 斎　藤　　泰　紀 荒川区議会議長

幹　　事 一　柳　　直　宏 渋谷区議会議長

幹　　事 木　梨　もりよし 杉並区議会議長

幹　　事 島　村　　和　成 江戸川区議会議長

参　　与 上　野　　ひろみ 練馬区議会議長

参　　与 釼　先　　美　彦 江東区議会議長

6
月
18
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
組
合
役
員
》　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

《
議
会
役
職
》　

全
員
新
任

《
審
議
結
果
》

・�

特
別
区
競
馬
組
合
副
管
理
者
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

�

（
同
意
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
非
常
勤
監
査
委
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
可
決
）

・�

調
停
の
成
立
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

組　　合　　役　　員

＊ 管 理 者 服　部　征　夫 台 東 区 長
＊ 副 管 理 者 鈴　木　晶　雅 大 田 区 長
＊ 副 管 理 者 青　木　克　德 葛 飾 区 長

副 管 理 者 小柳津　　　明 知 識 経 験 者
監 査 委 員 田　辺　裕　子 知 識 経 験 者

＊ 監 査 委 員 た　だ　太　郎 足立区議会議長

議　　会　　役　　職

議 長 釼　先　美　彦 江東区議会議長
副 議 長 田中しゅんすけ 板橋区議会議長
総務・事業委員長 秋　谷　こうき 千代田区議会議長
総務・事業副委員長 島　村　高　彦 豊島区議会議長
財 務 委 員 長 青　木　博　子 北 区 議 会 議 長
財 務 副 委 員 長 佐　藤　　　篤 墨田区議会議長
運 営 委 員 長 島　村　和　成 江戸川区議会議長
運 営 副 委 員 長 一　柳　直　宏 渋谷区議会議長

議　　会　　役　　職

議 長 上　野　ひろみ 練馬区議会議長
副 議 長 渡辺　ゆういち 品川区議会議長
総務・事業委員長 島　村　高　彦 豊島区議会議長
総務・事業副委員長 秋　谷　こうき 千代田区議会議長
財 務 委 員 長 佐　藤　　　篤 墨田区議会議長
財務副委員長 青　木　博　子 北区議会議長
運 営 委 員 長 一　柳　直　宏 渋谷区議会議長
運営副委員長 島　村　和　成 江戸川区議会議長

組　　合　　役　　員

管 理 者 吉　住　健　一 新 宿 区 長
＊ 副 管 理 者 高　際　みゆき 豊 島 区 長
＊ 副 管 理 者 髙　垣　克　好 知 識 経 験 者
＊ 監 査 委 員 た　だ　太　郎 足立区議会議長
＊ 監 査 委 員 清　家　　　愛 港 区 長

特
別
区
議
会
議
長
会
新
役
員
の

選
任

令
和
7
年
第
2
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
7
年
第
2
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果



10

定
時
評
議
員
会
は
、
書
面
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
付

議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
結
果

○
決
議
案
件

・
令
和
6
年
度
決
算�

（
決
定
）

・
常
勤
監
事
の
報
酬
の
額
に
つ
い
て�

（
決
定
）

・
理
事
の
選
任
に
つ
い
て�

（
決
定
）

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

○
報
告
案
件

・
令
和
6
年
度
事
業
報
告�

（
了
承
）

・
令
和
6
年
度
資
金
の
運
用
実
績
報
告�

（
了
承
）

2
　
決
議
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
日

令
和
7
年
6
月
26
日

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

6
月
16
日
（
月
）
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

○
予
算
案
件

・�

令
和
7
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）�

（
可
決
）

○
条
例
案
件

・�
特
別
区
立
幼
稚
園
の
幼
稚
園
医
、
幼
稚
園
歯
科
医

及
び
幼
稚
園
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
非
常
勤
監
査
委
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
人
事
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
可
決
）

○
報
告
案
件

・�

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
額
の
決

定
）�
（
了
承
）

○
人
事
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
常
勤
副
管
理
者
の

選
任
同
意
に
つ
い
て�（
入
澤
幸
氏
の
選
任
に
同
意
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

令
和
7
年
第
2
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

公益財団法人特別区協議会 役員一覧

令和7年6月26日現在
評議員（16人）

鈴　木　孝　弥 港 区 議 会 議 長
斎　藤　泰　紀 荒 川 区 議 会 議 長 新 任
渡　邉　裕　一 品 川 区 議 会 議 長 新 任
一　柳　直　宏 渋 谷 区 議 会 議 長 新 任
木　梨　盛　祥 杉 並 区 議 会 議 長 新 任
田　中　俊　介 板 橋 区 議 会 議 長 新 任
多　田　太　郎 足 立 区 議 会 議 長 新 任
島　村　和　成 江 戸 川 区 議 会 議 長 新 任
樋　口　高　顕 千 代 田 区 長 新 任
清　家　　　愛 港 区 長 新 任
服　部　征　夫 台 東 区 長 新 任
山　田　加奈子 北 区 長
青　木　英　二 目 黒 区 長 新 任
鈴　木　晶　雅 大 田 区 長 新 任
岸　本　聡　子 杉 並 区 長 新 任
青　木　克　德 葛 飾 区 長 新 任

※新任14人：6月20日開催の評議員選定委員会で選任

理事（7人）
吉　住　健　一 新宿区長（理事長）
山　本　泰　人 中 央 区 長 新 任
滝　口　　　学 荒 川 区 長 新 任
森　澤　恭　子 品 川 区 長 新 任
酒　井　直　人 中 野 区 長 新 任
山　本　　　亨 墨 田 区 長
入　澤　　　幸 知識経験者（常務理事）

※新任4人：令和7年度定時評議員会で選任

監事（2人）
斉　藤　　　猛 江 戸 川 区 長
伊　藤　和　彦 知 識 経 験 者

6
月
20
日
（
金
）
に
評
議
員
選
定
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
審
議
内
容

令
和
7
年
度
第
2
回
理
事
会
に
お
い
て
、
評
議
員
の

補
欠
選
任
と
し
て
推
薦
が
決
定
さ
れ
た
候
補
者
14
名
に

つ
い
て
、
選
定
委
員
会
で
審
議
の
結
果
、
全
員
が
当
協

議
会
の
評
議
員
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
任
期

令
和
7
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
か
ら
令
和
8

年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
（
前
任
者
の
残
任

期
間
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
7
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会　

定
時
評
議
員
会
の
結
果

令
和
7
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会　

評
議
員
選
定
委
員
会
の
結
果
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6.16

会
長
区

■�

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
保
険
料
水
準
の
統
一
に
つ
い
て

■�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
（
Ｒ
10
）
に
か
か
る
現
在

の
調
整
状
況
及
び
令
和
7
年
度
の
対
応
に
つ
い
て

■�

令
和
8
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望

（
特
別
区
長
会
独
自
要
望
分
）
に
つ
い
て

■�

各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
決
算
概
要
等
に
つ
い
て

■�（
仮
称
）
淀
橋
荘
改
築
工
事
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
推
進
会
議
の
概
要

に
つ
い
て

■�

清
掃
工
場
整
備
計
画
に
関
す
る
検
証
委
員
会
の
概
要
に

つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

地
方
公
共
団
体
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関

す
る
国
へ
の
共
同
要
請
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

■�

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
特
別
区
長
会
決
算
認
定
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

6.18

会
長
議

■�

令
和
7
年
度
議
長
会
役
員
等
の
選
任
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構　

第
5
回
調
査
研
究
報
告

会
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
第
2
回
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理

事
会
議
決
結
果
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
第
1
回
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理

事
会
議
決
結
果
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
定
時
評
議

員
会
提
出
予
定
案
件
等
に
つ
い
て

■�

市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

■�

前
期
議
長
会
か
ら
の
申
し
送
り
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
議
長
会
等
の
予
定
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■�

議
長
会
主
催
「
特
別
区
政
意
見
交
換
会
」
の
開
催
に
つ

い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
7
年
6
月
区
長
会
・
議
長
会

の
主
な
案
件
等

地
方
公
共
団
体
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
共
同
要
請

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

2　

運
用
経
費
全
体
の
7
割
弱
を
占
め
る
、
い
わ
ゆ
る

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
経
費
」
の
削
減
に
向
け
、
運

用
保
守
の
効
率
化
や
開
発
経
費
へ
の
支
援
な
ど
、
区

市
町
村
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
具
体
的
な
方
策

を
講
じ
る
こ
と
。

3　

運
用
経
費
削
減
の
た
め
の
必
要
な
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
削
減
の
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合
は
、
地
方

交
付
税
の
交
付
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
や
特
別
区
を

含
め
、
全
て
の
自
治
体
に
対
し
、
必
要
な
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

要
請
に
際
し
、
特
別
区
長
会
か
ら
は
、
特
別
区
は
、

シ
ス
テ
ム
が
大
規
模
か
つ
複
雑
な
も
の
が
多
く
、
運
用

経
費
も
1
自
治
体
当
た
り
年
間
3
億
円
以
上
増
加
す
る

見
込
み
の
た
め
、
大
都
市
特
有
の
人
口
規
模
や
行
政
需

要
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
国
に
よ
る
支
援
が
不
可

欠
で
あ
り
、
特
別
区
を
含
む
全
て
の
自
治
体
に
対
し
、

運
用
経
費
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
十
分
な
財
政
支
援
を

お
願
い
し
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
法
改
正
等
に
伴
い
、
た
び
た
び
標
準
仕
様
書

が
更
新
さ
れ
、
そ
の
都
度
対
応
の
た
め
に
計
画
が
遅
延

す
る
の
で
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
求
め
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

5
月
28
日
、
特
別
区
長
会
は
、
東
京
都
、
東
京
都
市

長
会
、
東
京
都
町
村
会
と
連
名
で
、
地
方
公
共
団
体
の

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
し
て
、
総
務
省
と

デ
ジ
タ
ル
庁
に
対
し
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
明
確
化
、
負
担

軽
減
方
策
、
財
政
措
置
に
つ
い
て
、
共
同
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
特
別
区
長
会
を
代
表
し
て
、
総
務
省
へ
の
要

請
に
斉
藤
副
会
長
（
江
戸
川
区
長
）
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁

へ
の
要
請
に
高
際
副
会
長
（
豊
島
区
長
）
が
出
席
し
ま

し
た
。

標
準
化
移
行
後
の
シ
ス
テ
ム
運
用
経
費
に
つ
い
て
、

国
は
、
平
成
30
年
度
比
で
少
な
く
と
も
3
割
の
削
減
を

目
指
す
と
し
て
い
ま
す
が
、
都
の
調
査
で
は
、
都
内
自

治
体
の
運
用
経
費
は
、
移
行
前
と
比
べ
全
体
で
約
一
・

六
倍
に
増
大
す
る
見
込
み
で
す
。

一
方
、
国
は
「
ク
ラ
ウ
ド
最
適
化
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
中
長
期
的
に
は
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
コ

ス
ト
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
試
算
根
拠
や
実
現
に
要
す
る
期
間
、
条
件
等

は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
運
用
経
費
全
体
の
う
ち
、
7
割
弱
を
占
め
て

い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
経
費
に
つ
い
て
、
国
が
主
張

す
る
「
ク
ラ
ウ
ド
最
適
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
借
料
等
の
他
の
経
費

項
目
に
も
波
及
す
る
」
こ
と
の
効

果
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

各
区
市
町
村
は
、
運
用
経
費
削
減

の
見
通
し
を
住
民
等
に
説
明
で
き

な
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
次

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

1　

国
が
自
ら
掲
げ
る
「
平
成
30

年
度
比
で
少
な
く
と
も
3
割
の

削
減
」
の
目
標
に
つ
い
て
、
そ

の
試
算
根
拠
や
実
現
に
必
要
な

期
間
、
前
提
条
件
等
を
具
体
的

に
示
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た

左から、師岡町村会会長（奥多摩町長）、
高際副会長（豊島区長）、平デジタル大臣、
宮坂副知事、加藤市長会会長（福生市長）

左から、師岡町村会会長（奥多摩町長）、
斉藤副会長（江戸川区長）、村上総務大臣、小池都知事、

加藤市長会会長（福生市長）、宮坂副知事
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特別区職員研修所からのご案内

9月の研修メニューを紹介します
研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

専門研修

検査技術 9月下旬～10月上旬 検査業務に従事する職員

建築設備（給排水） 9/25（木）・9/29（月）・
10/1（水） 建築設備（給排水）業務を担当する職員

児童相談所関連研修

児童心理司（基礎）Ⅰ 9/29（月）・9/30（火） （1）児童心理司
（2）心理職として採用された職員

ステップアップ研修

クレーム対応⑤ 9/29（月） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

試行研修

児童相談所関連トピックス② 9月中旬 （1）児童相談所、こども家庭センター等の職員
（2）子ども家庭福祉行政に携わる職員

地方公務員法・地方自治法の
知っておきたいポイント
（eラーニング）③

9/1（月）～9/26（金） １ 級 職 の 職 員
★�eラーニングにより初歩的な地方公務員法及び
地方自治法を学びたい職員（採用4～5年目程
度の職員）

※紙面の都合上、9月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部10月に実施する研修を含む。）
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や
申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.
html）もご覧ください。� （特別区職員研修所）

今
年
度
の
採
用
候
補
者
選
考
の
申
込

者
総
数
は
3
0
1
名
で
、
第
1
次
選
考

（
筆
記
試
験
）
を
6
月
22
日
（
日
）
に

実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
2
次
選
考
（
実
技
・
面
接

試
験
）
を
8
月
9
日
（
土
）
及
び
10
日

（
日
）
に
実
施
し
、
9
月
5
日
（
金
）

に
最
終
合
格
者
の
発
表
を
行
う
予
定
で

す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

教
育
委
員
会
事
務
局
）

今
年
度
の
園
長
選
考
に
は
5
名
、
副

園
長
選
考
に
は
12
名
の
受
験
申
込
が
あ

り
ま
し
た
。

園
長
選
考
の
筆
記
試
験
は
7
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
論
文
提
出
、
副
園
長
選

考
は
7
月
22
日
（
火
）
に
管
理
職
候
補

者
養
成
研
修
（
修
了
者
は
筆
記
試
験
免

除
）
を
実
施
予
定
で
す
。

面
接
試
験
は
、
園
長
・
副
園
長
選
考

と
も
に
、
8
月
16
日
（
土
）
に
実
施
し

ま
す
。（

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

採
用
候
補
者
選
考
の
実
施
状
況

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
・

副
園
長
選
考
の
実
施
状
況

申　込　状　況

年　度 園長選考 副園長選考

令和7年度 5名 12名

令和6年度 10名 16名※

増　減 ▲5名 ▲4名

※前年度以前受験者（2次選考受験有資格者）を含む。

申　込　状　況

年　度 申込者数
合格者
予定数

令和7年度実施
（令和8年度採用）

301名 20名程度

令和6年度実施
（令和7年度採用）

305名 15名程度

増　減 ▲4名 5名

申込者数の年度推移

600

500

400

300

200

100

0

人

申込者数の年度推移

4年度令和2年度 3年度 5年度 7年度6年度

440

387

244

305 301

236

特別区職員向けのページです。
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特
別
区
（
東
京
23
区
）
で
は
、
全
国

各
地
域
と
の
信
頼
関
係
・
絆
を
さ
ら
に

強
化
し
、
連
携
を
深
め
る
取
組
と
し
て

「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
度
第
1
回

全
国
連
携
展
示
で
は
、
黎
明
期
か
ら
協

定
を
締
結
し
て
い
る
京
都
府
市
長
会
・

京
都
府
町
村
会
と
再
び
連
携
事
業
を
行

い
、
つ
な
が
り
を
よ
り
強
固
な
も
の
と

す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
全
国
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、

左
記
の
と
お
り
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
展
示
内
容

○�

D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
法
人
）
に

よ
る
「
海
の
京
都
」「
森

の
京
都
」「
お
茶
の
京
都
」

「
竹
の
里
・
乙
訓
」
の
観

光
紹
介

○�

京
都
府
内
を
右
記
4
エ
リ

ア
ご
と
に
分
け
た
全
市
町

村
の
紹
介

○�

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
京

都
府
の
取
組
紹
介　

等

◆
開
催
期
間

令
和
7
年�

7
月
8
日（
火
）～

8
月
28
日（
木
）

◆
展
示
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
～
20
時
30
分

土
曜
日　

9
時
～
17
時

◆
会
場

東
京
区
政
会
館
1
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
千
代
田
区
飯
田
橋
3
︱
5
︱
1
）

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
専
門
図
書
館
で

す
。
所
蔵
資
料
数
は
約
12
万
1
千

冊
で
、
特
別
区
の
行
政
資
料
を
は

じ
め
、
地
方
自
治
に
関
す
る
一
般

図
書
や
雑
誌
な
ど
を
多
く
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
区
の
歴

史
・
文
化
に
関
す
る
資
料
や
地
図

も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
の
歴
史
を
伝
え
る

貴
重
書
籍
の
中
か
ら
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
29
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
東
京　

生
き
る
姿
・
新
し
い
歩
み
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▼
東
京
　
生
き
る
姿
・
新
し
い
歩
み

昭
和
29
（
1
9
5
4
）
年

�

朝
日
新
聞
社
発
行

本
書
は
、
全
国
人
口
の
約
1
割
を
占

め
る
東
京
に
つ
い
て
、
東
京
以
外
に
住

ん
で
い
る
人
、
東
京
を
よ
く
知
ら
な
い

人
に
も
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

い
う
考
え
の
も
と
、
東
京
と
い
う
都
市

を
多
面
的
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
内
容

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

第
1
章
の
「
膨
れ
る
東
京
」
で
は
、

戦
後
の
爆
発
的
な
人
口
増
加
と
、
そ
れ

に
付
随
す
る
食
や
住
宅
等
の
様
子
、
更

に
当
時
の
都
民
が
頭
を
悩
ま
せ
た
騒
音

や
交
通
に
関
し
て
述
べ
て
い
ま
す
。
昭

和
20
年
代
の
東
京
は
、
終
戦
に
よ
る
死

者
数
の
減
少
、
疎
開
か
ら
の
引
き
揚
げ
、

若
者
の
進
学
や
就
職
を
契
機
と
し
た
地

方
か
ら
の
転
入
等
に
よ
り
、
人
口
が
毎

年
30
万
人
以
上
増
加
し
続
け
て
い
ま
し

た
。
本
章
は
、
こ
の
急
増
し
た
人
口
に

社
会
イ
ン
フ
ラ
が
追
い
つ
か
な
い
様
子

を
様
々
な
分
野
か
ら
捉
え
て
い
ま
す
。

第
2
章
で
は
「
都
政
白
書
」
と
し

て
、
東
京
都
政
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
は
特
別
区
と
の
関
係
に

も
触
れ
て
い
ま
す
。
本
書
刊
行
当
時
、

特
別
区
は
東
京
都
の
内
部
団
体
と
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
区
と
し
て
行
う
こ

と
の
で
き
る
事
務
は
現
在
に
比
べ
て
制

限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
、「
地
方
自
治
法

に
よ
つ
て
処
置
事
務
が
制
限
さ
れ
て
い

る
が
、
区
側
で
は
自
分
た
ち
の
区
を
も

つ
と
自
治
区
に
し
た
い
と
希
望
し
、
都

で
は
い
つ
そ
行
政
区
に
し
て
し
ま
お
う

と
考
え
て
い
る
ら
し
い
の
が
、
い
つ
も
都

と
区
の
争
い
の
焦
点
と
な
つ
て
い
る
。」

と
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
財
政
面
に
つ

い
て
の
都
区
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
せ
め

ぎ
合
い
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま
す
。

客
観
性
の
高
い
数
値
や
実
態
を
記
す

一
方
で
、
率
直
か
つ
軽
妙
な
書
き
ぶ
り

に
よ
り
、
誰
も
が
読
み
や
す
く
、
戦
後

間
も
な
い
時
代
の
世
相
や
空
気
感
を
追

体
験
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
書
の
他
に
も

沢
山
の
行
政
資
料
や
貴
重
書
籍
を
揃
え

て
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話　

0‌

3
（
5
2
1
0
）
9
6
8
3

【
開
館
時
間
】

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
30
分
～
20
時
30
分

土
曜
日　

9
時
30
分
～
17
時

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
の
ご
紹
介

令
和
７
年
度
第
１
回
全
国
連
携
展
示

『
歴
史
と
自
然
が
紡
ぐ
京
都
の
魅
力
～
「
海
の
京
都
」

「
森
の
京
都
」「
お
茶
の
京
都
」「
竹
の
里
・
乙
訓
」

を
巡
る
～
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
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令
和
7
年
度
特
別

区
職
員
経
験
者
採
用

試
験
・
選
考
【
秋
試

験
】
の
第
1
次
試

験
・
選
考
を
9
月
7

日
（
日
）
に
、
Ⅲ
類

採
用
試
験
、
障
害
者

を
対
象
と
す
る
採
用

選
考
及
び
Ⅰ
類
採
用

試
験【
秋
試
験
】（
土

木
造
園
（
土
木
）・

建
築
・
機
械
・
電
気
）

の
第
1
次
試
験
・
選

考
を
9
月
14
日（
日
）

に
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
間
等
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

家
族
や
知
人
か
ら

の
紹
介
に
よ
り
特
別

区
採
用
試
験
・
選
考

を
受
験
す
る
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
身
近
な

方
へ
の
ご
案
内
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会

事
務
局
）

特別区職員経験者採用試験・選考【秋試験】等の
申込受付を開始しました

採 用 予 定 数 等

採用区分 試験・選考区分 採用予定数 主な受験資格

経験者
【秋試験】
1級職

事　　務
（一般事務）

255名程度

・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和39年4月2日以降に生まれた人
・民間企業等における業務従事歴が直近10年中4年以上ある人
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

事　　務
（ICT）

22名程度

土木造園
（土木）

47名程度

建　　築 50名程度

機　　械 29名程度

電　　気 31名程度

福　　祉 33名程度

児童福祉 18名程度 ・国籍を問わず、昭和39年4月2日以降に生まれた人
・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が
直近10年中4年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が2年以上ある人

　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童指導 23名程度

児童心理 14名程度

日　　程

採用区分 申込期間 1次試験・選考
1次試験・選考
合格発表

2次試験・選考 最終合格発表

経験者
【秋試験】 6月26日（木）～

7月17日（木）
【受信有効】

9月7日（日）

10月24日（金）

11月1日（土）、11月2日（日）、
11月3日（月）、11月8日（土）、
11月9日（日）のうち指定する1日

11月21日（金）

Ⅲ　類

9月14日（日）

11月7日（金）、11月10日（月）
のうち指定する1日

障害者

6月26日（木）～
7月17日（木）
【受信有効】
※�郵送申込は7月16
日（水）消印有効 10月15日（水）

11月4日（火）、11月5日（水）、
11月6日（木）のうち指定する1日

Ⅰ　類
【秋試験】

7月17日（木）～
7月31日（木）
【受信有効】

10月31日（金）
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採用区分 試験・選考区分 採用予定数 主な受験資格

経験者
【秋試験】
2級職
（主任）

事　　務
（一般事務）

137名程度

・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和39年4月2日以降に生まれた人
・民間企業等における業務従事歴が直近14年中8年以上ある人
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

事　　務
（ICT）

17名程度

土木造園
（土木）

28名程度

建　　築 34名程度

福　　祉 22名程度

児童福祉 20名程度 ・国籍を問わず、昭和39年4月2日以降に生まれた人
・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が
直近14年中8年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が3年以上ある人

　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童指導 22名程度

児童心理 14名程度

経験者
【秋試験】
3級職

（係長級）

事　　務
（ICT）

3名程度
・日本国籍を有する人で、昭和39年4月2日以降に生まれた人
・民間企業等における業務従事歴が直近18年中12年以上ある人
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童福祉 8名程度 ・国籍を問わず、昭和39年4月2日以降に生まれた人
・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が
直近18年中12年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が5年以上ある人
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童指導 3名程度

児童心理 6名程度

Ⅲ　類
事　　務

（一般事務）
172名程度 ・日本国籍を有する人で、平成16年4月2日から平成20年4月1日までに生まれた人

障害者
事　　務

（一般事務）
88名程度

・日本国籍を有する人
・以下のアからエのいずれかに該当する人
　ア　身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
　イ　都道府県知事又は政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を受けている人
　ウ　児童相談所等により知的障害者であると判定された人
　エ　�精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条に定める精神障害者保健福祉手帳の

交付を受けている人
・昭和39年4月2日から平成20年4月1日までに生まれた人

Ⅰ　類
【秋試験】

土木造園
（土木）

未定
※告示日に公表

・日本国籍を有する人
・平成6年4月2日から平成16年4月1日までに生まれた人

建　　築 未定
※告示日に公表

機　　械 未定
※告示日に公表

電　　気 未定
※告示日に公表

※各試験・選考における受験資格の詳細は、各試験案内・選考案内をご覧ください。
　各試験案内・選考案内は、特別区人事委員会ホームページの「採用試験・選考のご案内」からPDF形式で見ることができます。
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路
上
生
活
者
対
策
事
業
は
、
特
別
区
内
で
路
上
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
や
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
方

に
対
し
、
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、
東

京
都
と
特
別
区
で
協
定
を
締
結
し
、
平
成
12
年
か
ら
共

同
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
国
が
法
整
備
を
す
る
前
に
始
ま
り
ま
し

た
が
、
平
成
27
年
4
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
そ
の
法
律
に
基
づ

く
自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
居
住
支
援
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

路
上
生
活
者
対
策
事
業
の
巡
回
相
談
事
業
、
緊
急
一

時
保
護
事
業
、
自
立
支
援
事
業
、
地
域
生
活
継
続
支
援

事
業
及
び
支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業
の
各
事
業
は
、

協
定
に
よ
り
特
別
区
が
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
共

同
処
理
事
務
と
し
て
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

（
以
下
「
特
人
厚
」
と
い
う
。）
が
こ
れ
ら
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
拠
点
と
な
る
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、
特
別
区
を
5
つ
の
地
域

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
1

か
所
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
5
年
程
度
で
施
設
の
設
置
場
所
（
区
）
を
変
え
な
が

ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

◆
巡
回
相
談
事
業

巡
回
相
談
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
地
域
を

巡
回
し
、
声
掛
け
や
相
談
を
行
い
、
路
上
生
活
者
対
策

事
業
の
情
報
提
供
・
利
用
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う
も
の
で
、

各
区
と
連
絡
・
調
整
を
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
医
療
従
事
者
の
視
点

か
ら
路
上
生
活
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
た
め
、
看
護

師
同
行
の
巡
回
（
各
区
月
1
回
程
度
）
を
開
始
し
、
血

圧
測
定
や
検
診
な
ど
、
多
く
の
医
療
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

令
和
7
年
冬
期
の
路
上
生
活
者
数
は
、
3
4
7
人

「
路
上
生
活
者
概
数
調
査
」（
令
和
7
年
1
月
東
京
都
実

施
）
で
、
前
年
同
期
よ
り
25
人
減
少
し
ま
し
た
。

◆
緊
急
一
時
保
護
事
業
・
自
立
支
援
事
業

緊
急
一
時
保
護
事
業
は
、
特
別
区
内
の
路
上
生
活
者

な
ど
に
対
し
て
、
一
時
的
に
セ
ン
タ
ー
で
宿
泊
援
護

（
宿
所
・
食
事
・
入
浴
等
の
提
供
）
を
行
い
、
心
身
の

回
復
を
図
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
立
に
向

け
て
本
人
の
意
欲
や
健
康
状
態
の
把
握
、
評
価
（
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。

本
事
業
の
利
用
者
数
は
、
平
成
20
年
度
の
3
0
5
3

人
を
ピ
ー
ク
に
令
和
4
年
ま
で
は
減
少
傾
向
で
し
た

が
、
令
和
5
年
度
の
6
3
0
人
に
対
し
て
令
和
6
年
度

は
7
2
9
人
と
昨
年
度
よ
り
99
人
増
加
し
ま
し
た
（
図

1
）。
背
景
に
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
女
性
等
の
受
入

れ
を
開
始
し
た
こ
と
や
、
セ
ン
タ
ー
の
個
室
化
（
令
和

6
年
3
月
に
全
室
個
室
の
2
施
設
が
開
設
）
等
の
効
果

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
の
年
齢
構
成
（
図
2
）
及
び
路
上
生

活
期
間
（
図
3
）
に
つ
い
て
は
、
近
年
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
年
齢
構
成
で
は
、
若
年
層
の
割
合

が
高
く
、
路
上
生
活
期
間
で
は
、
6
か
月
未
満
の
利
用

が
8
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
入
所
者
に
対
し
て
就

労
相
談
や
そ
の
他
生
活
相
談
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
相

談
（
住
宅
相
談
、
法
律
相
談
、
健
康
相
談
等
）
の
機
会

を
提
供
し
な
が
ら
、
就
労
に
よ
る
自
立
や
円
滑
な
地
域

生
活
移
行
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
安
定
的
な
雇
用
先
の

確
保
及
び
速
や
か
な
就
労
の
開
始
と
そ
の
継
続
の
た

め
、
就
労
相
談
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
相

談
員
が
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
利
用
し
た

方
の
う
ち
75
％
が
自
立
支
援
事
業
に
移
行
し
、
そ
の
う

ち
48
％
が
就
労
自
立
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
生
活
継
続
支
援
事
業

地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
で
就
労
自

立
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
等
に
転
居
し
て
セ
ン

タ
ー
を
退
所
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
地
域
で
の
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
、
訪
問
・
電
話
に
よ
る
生
活
や
就
労

路上生活者対策事業の紹介
（令和6年度実績報告）
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1,500
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2,500

3,000

3,500

H20年度 H26年度 R4年度 R6年度R5年度
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自立支援事業
利用者

緊急一時保護
事業利用者

図１  緊急一時保護事業・自立支援事業利用者数の推移

1,314 
729
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面
の
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
、
就
労
自
立
し
た
方
の
85
％
が
本
事

業
を
利
用
し
、
普
段
の
生
活
や
健
康
、
仕
事
の
悩
み
、

そ
の
他
地
域
で
の
生
活
を
続
け
る
に
当
た
っ
て
の
相
談

等
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業

長
期
に
わ
た
る
路
上
生
活
・
高
齢
の
路
上
生
活
者
に

対
し
て
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
的
に
、
巡
回
相
談

か
ら
借
り
上
げ
住
宅
（
支
援
付
住
宅
）
で
の
居
住
支

援
、
見
守
り
支
援
を
行
い
、
各
自
が
契
約
す
る
住
宅
へ

の
移
行
支
援
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
事
業
で
す
。

令
和
6
年
度
は
、
33
人
が
新
た
に
支
援
付
住
宅
を
利

用
し
、
前
年
度
か
ら
の
利
用
者
を
含
め
36
人
が
退
所
し

ま
し
た
。
退
所
者
の
う
ち
、
28
人
が
生
活
保
護
や
年
金

受
給
等
に
よ
り
収
入
が
確
保
さ
れ
、
地
域
生
活
へ
移
行

し
て
い
ま
す
。

特
人
厚
で
は
、
今
後
も
特
別
区
及
び
東
京
都
と
と
も

に
、
現
に
路
上
生
活
を
し
て
い
る
方
の
「
路
上
生
活
か

ら
の
脱
却
」
と
、
路
上
生
活
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

の
「
路
上
生
活
へ
の
移
行
防
止
」
の
た
め
に
、
本
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）
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図２ 緊急一時保護事業利用者の年齢構成の推移
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
8月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

●�共生社会の課題と可能	
格差・多文化・世代間交流� 【講座コード：2521F004】

　異なる背景を持つ人々との共生への注目が高まる一方
で、競争と格差に起因する人々の社会的分断も深刻な課題
として認識されています。現代社会はグローバルレベルの
競争が進む中、Diversity and Inclusion（多様性と包摂）
をいかに体現していくかが様々な生活場面で問われている
ことは想像に難くありません。
　そこで本講座では、格差、多文化共生、世代間交流の観
点から共生社会の課題と可能性を検討していきます。本講
座は、共生にかかわる3つのトピックをまず個別に学び、
それらの視点を踏まえて多様性と包摂についての総合的な
議論を進めていきます。

　本講座では共生社会の課題と可能性についてあらかじめ
の「模範解答」は用意しません。そうではなく、共生社会
についてのいくつかの視座を提供し、受講者同士の議論を
促すことで、受講生各自が自分自身の考え（答え）を深め
ることを目指します。

講　師：�大槻 茂実　東京都立大学 	
都市環境学部都市政策科学科 准教授

日　時：8月1日（金）13：00～17：50（全1回）
受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●�「コンプライアンス」と「知的財産」	
～「知らなかった」では済まされない？～� 【講座コード：2521E001】

　「コンプライアンス」って聞いたことはありませんか？
　「コンプライアンス」という言葉は、企業経営などの実
務においては、しばしば「法令遵守」と翻訳されます。
　「法令遵守」とは、決められたルール（例えば法律な
ど）に従って、社会生活や企業経営などの活動を公正・公
平に行うことを意味します。
　「自分は普段から法律をちゃんと守ってるよ」と思う人
が大半かと思いますが、それでもなお、「コンプライアン
ス」の問題が日々のニュースで報じられることも多くあり
ます。
　今回は、そうした「コンプライアンス」と「知的財産」
がどのように関連するのかについて学ぶキッカケになれば
と思います。

・第1回：「コンプライアンス」について
・第2回：�「コンプライアンス」と主な知的財産権について
・第3回：「コンプライアンス」と著作権について
・第4回：�「コンプライアンス」とに関する補足事項と全体

のまとめ

講　師：松本 公一　あいわ弁理士法人 弁理士
日　時：�8月21日（木）、28日（木）、	

9月4日（木）、11日（木）	
18：30～20：00（全4回）

受講料：10,100円
場　所：オンライン
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『サマージャンボ宝くじとサマージャンボミニが 
7月11日から発売』

今年も、「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」が、7月11日（金）から全国で2種類同時発売されます。
当せん金は、サマージャンボが1等5億円・前後賞合わせて7億円、1等5億円が23本、前後賞1億円が46本です。（当せん本数
は発売総額690億円・23ユニットの場合）
また、ミニは1等3,000万円・前後賞合わせて5,000万円です。1等3,000万円が70本、前後賞1,000万円が140本です。（当せん本
数は発売総額210億円・7ユニットの場合）

この宝くじの収益金は区市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

昨年のサマージャンボ宝くじは、売上げのうち当せん金や手数料等の販売経費を除いた239億円が全国の都道府県に配分さ
れ、そのうち約25億円が当協会に交付されました。
交付された収益金は、区市町村の災害対策事業及び公共施設整備事業の資金として低利の貸付を行ったり、「みどり東京・
温暖化防止プロジェクト関連事業」、「特別区全国連携プロジェクト関連事業」等、区市町村が連携及び共同して行う事業に助
成するなど、区市町村の明るく住みよいまちづくりのために活用されます。
収益金は、各地域の販売実績に応じて交付されますので、

お買い求めは、ぜひ「東京都内の宝くじ売り場」で！
なお、サマージャンボはインターネットでも購入できます。
詳しくは、「公式サイト」をご覧ください。
◎発売期間　7月11日（金）から8月11日（月）まで
◎抽せん日　8月21日（木）� 公益財団法人東京都区市町村振興協会　　電話（5210）9944
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清掃工場での官民連携による
CO2回収の技術開発協力について

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
（
以

下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で
は
、
廃
棄

物
の
中
間
処
理
施
設
に
係
る
処
理
技
術
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
等
に
対
し
、
廃

棄
物
の
処
理
技
術
に
係
る
開
発
、
研
究
の
共

同
実
施
又
は
協
力
（
以
下
「
技
術
開
発
協

力
」
と
い
う
。）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

技
術
開
発
協
力
に
つ
い
て

令
和
5
年
度
に
清
掃
一
組
が
管
理
運
営
す

る
清
掃
工
場
の
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
2
社
よ

り
、
C
O
2
回
収
技
術
開
発
へ
の
協
力
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、「
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
目
標
達
成
に
向
け

て
、
N
E
D
O
（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

が
公
募
し
た
「
廃
棄
物
・
資
源
循
環
分
野
に

お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
国
が
支

援
す
る
、
官
民
が
連
携
し
て
行
う
技
術
開
発

事
業
の
一
環
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
技
術
開
発
は
、
既
存
清
掃
工
場
の
脱
炭

素
化
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
清
掃
工

場
周
辺
の
環
境
負
荷
の
改
善
に
よ
る
地
域
貢

献
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

清
掃
一
組
で
は
、
廃
棄
物
の
中
間
処
理
施

設
の
さ
ら
な
る
安
全
で
安
定
的
な
操
業
の
実

現
を
目
指
し
、
も
っ
て
循
環
型
社
会
形
成
の

推
進
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た

め
、
こ
の
要
請
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

板
橋
清
掃
工
場
に
お
け
る
協
力

板
橋
清
掃
工
場
で
は
、
可
搬
式
の
C
O
2

回
収
装
置
を
焼
却
炉
に
外
付
け
し
、
排
ガ
ス

板橋清掃工場の実証確認イメージ
（令和6年2月16日清掃一組ホームページより）
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の
一
部
を
引
き
抜
き
、
C
O
2
を
回
収
す
る
実

証
確
認
に
協
力
し
ま
し
た
。
実
証
確
認
は
、

令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
行
い
、
清
掃
工
場

の
操
業
に
影
響
な
く
、
終
了
し
ま
し
た
。

清
掃
一
組
は
、
技
術
的
助
言
を
行
う
な

ど
、
官
民
が
連
携
し
て
行
う
C
O
2
回
収
技

術
の
高
度
化
研
究
開
発
に
協
力
し
ま
し
た
。

品
川
清
掃
工
場
に
お
け
る
協
力

品
川
清
掃
工
場
で
は
、
令
和
8
年
度
か
ら

工
場
敷
地
内
に
、
ご
み
の
燃
焼
か
ら
C
O
2

の
回
収
ま
で
一
連
の
実
証
が
可
能
な
プ
ラ
ン

ト
設
備
を
新
た
に
仮
設
し
、
ご
み
焼
却
排
ガ

ス
中
の
C
O
2
を
高
濃
度
化
し
て
効
率
良
く

回
収
す
る
新
た
な
焼
却
シ
ス
テ
ム
の
実
証
確

認
に
協
力
し
ま
す
。
協
力
期
間
は
、
令
和
13

年
3
月
31
日
ま
で
の
予
定
で
、
仮
設
し
た
プ

ラ
ン
ト
設
備
は
実
証
確
認
完
了
後
に
撤
去
し

ま
す
。

清
掃
一
組
は
、
ご
み
供
給
や
技
術
的
助
言

を
行
う
な
ど
、
官
民
が
連
携
し
た
開
発
に
協

力
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
側

で
は
、
大
学
の
研
究
機
関
と
も
連
携
し
、

デ
ー
タ
解
析
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

清
掃
一
組
は
国
内
で
最
も
多
く
の
清
掃
工

場
を
保
有
し
て
お
り
、
廃
棄
物
分
野
で
の
脱

炭
素
化
へ
の
寄
与
度
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
技
術
開
発
に
協
力

し
、
社
会
全
体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
技
術
課
）

品川清掃工場の実証確認イメージ
（令和6年2月16日清掃一組ホームページより）
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　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

4 6/9～6/13 12,447,151,070円 1,316,906人 2,489,430,210円 263,381人 9,450円 103.3% 95.1% 108.6%

友好交流記念イベント「サンタアニタウィーク」開催
東京シティ競馬（TCK）では、7月14日（月）〜7月18日（金）の第6回開催を「サンタ
アニタウィーク」と題し、米国・サンタアニタパーク競馬場との友好交流記念イベント
を実施します。1995年に相互の競馬の発展を目的として友好交流提携を締結し、今年は
30周年の節目の年にあたります。提携以降、TCKではサンタアニタトロフィー（SⅢ）、
サンタアニタパークではTOKYO CITY CUP（GⅢ）を友好交流競走として実施している
ほか、騎手や調教師、競走馬を派遣しての交流も行われてきました。また、交流競走実
施時には、それぞれサンタアニタウィーク、Japan Family Dayとして場内イベントを開
催しており、来場されたお客様に
両国の文化を紹介する場ともなっ
ています。今回のサンタアニタ
ウィークでは、30周年記念オリジ
ナルグッズやアメリカングルメを
販売する様々なショップが登場！
今開催限定の場内装飾や、今まで
の交流の歴史を振り返る展示も実
施します。ぜひ、この機会にTCK
にお越しください。

ほぼ実寸大！スターティングゲートがフォトスポットとして登場
大井競馬場内には、ハイセイコー像やTCK公式キャラクターうまたせ！の銅像など、競馬場ならではの様々なフォト
スポットがあります。ここに、今年5月、新しくスターティングゲート（発馬機）が加わりました。スターティングゲー
トとは、出走馬が公正なスタートを切れるよう考案されたもので、係員が手元のレバーを握ると一斉に前扉が開く構造
になっています。ゲートが導入されるまでは、コースに張ったロープが合図と同時に外れる仕組みの機械を使用してお
り、所定の場所に馬を静止させられないことによるトラブルが多く発生していました。ゲートの導入によって、馬たち
は一頭ずつ区切られた枠の中でスタートを待つようになり、トラブルが大幅に減少したのです。
今では競馬に欠かせないものとなったこのスターティングゲート、実は日本で初めて導入したのがTCKであることをご
存知でしょうか？TCKにはゴール写真判定装置や枠別帽色の導入など様々な「日本初」がありますが、スターティング
ゲートもその一つで、1953年に導入されました。今回場内に設置されたのは、実際にレースで使用しているものとほぼ同

じ大きさのゲートで、内側のクッ
ションなどは本物と同じものに
なっています。実際に入ってみて
スタート直前の騎手の気持ちに思
いを馳せるもよし、馬になりきっ
てここでしか撮れないとっておき
の一枚を撮影するもよし。普段間
近で目にする機会の少ないゲート
を、ぜひじっくりとご覧ください。

（競馬事務局　広報課）

※写真は昨年の様子
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黒潮盃（SⅢ）
●8月13日（水）
●1,800m
地方競馬所属の若駒によって争われる、3歳中距離路線のSⅢ競走。3歳ダート三冠競走の路線で鎬を削っ
てきた実績馬と、今秋以降の飛躍を期す新興勢力が全国各地から集う一戦です。第1回が施行されたのは昭
和42年で、当初は南関東地区の3歳クラシック競走に向けた前哨戦と位置付けられていましたが、第33回
（平成11年）以降は施行時期が8月上旬～8月中旬に移動。第37回（平成15年）が東日本地区交流競走と
して実施された後、第38回（平成16年）から地方競馬全国交流競走として実施されるようになりました。

帝王賞
（JpnⅠ）
●7月2日（水）
●2,000m

国内外で活躍してきた実力馬が一堂に会する、上半期の
ダートチャンピオン決定戦です。第1回が施行されたのは昭
和53年で、第1回から第8回（昭和60年）までは2,800m
のコースを舞台に争われていましたが、第9回（昭和61年）
からは2,000mのコースで施行。また、第18回（平成7年）
までは4月に施行されていたものの、第19回（平成8年）以
降は施行時期が6月中旬～6月下旬に改められました。な
お、JRA所属馬が出走可能となったのは、中央競馬招待競
走として施行されるようになった第9回（昭和61年）から。
第20回（平成9年）以降はダートグレード競走のJpnⅠとし
て施行されています。

サンタアニタトロフィー
（SⅢ）
●7月16日（水）
●1,600m

南関東所属のトップホースによって争われる、古馬短距離
路線のハンデキャップ重賞。友好交流提携を結んでいるサ
ンタアニタパーク競馬場との交換競走です。なお、サンタ
アニタパーク競馬場ではGⅢの「TOKYO CITY CUP」が
行われています（令和6年度は出走頭数が揃わなかったた
め実施されず）。現在の名称となったのは第17回（平成8
年）からであり、第16回（平成7年）以前は「関東盃」の名称
で施行されていました。

優駿スプリント
（SⅡ）
●7月17日（木）
●1,200m

南関東所属の若駒によって争われる、3歳短距離路線のSⅡ
競走。この世代を代表するスピード自慢が揃ううえ、3歳
ダート三冠競走や南関東3歳牝馬クラシック三冠競走の路
線から転戦してくる馬も珍しくなく、バラエティに富んだ出
走メンバーにも注目です。第1回（平成23年）から第13回
（令和5年）までは6月下旬に施行されていましたが、全日
本的なダート競走の体系整備に伴い、第14回（令和6年）
以降は施行時期が7月上旬～7月中旬に改められました。

7月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

船橋競馬開催

大井競馬開催

サンタアニタトロフィー
優駿スプリント

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

川崎競馬開催

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

大井競馬開催大井競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

8月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

大井競馬開催

黒潮盃

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

川崎競馬開催 川崎競馬開催

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

船橋競馬開催 船橋競馬開催

浦和競馬開催

帝王賞


